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精密機械加工や微小部の観測装置などにおいては、さらなる微細な領域での制

御が必要となってきている。そのためには従来の振動対策技術に加え、材料自身

の進歩が不可欠である。具体的には構造材料が制振性を持つことで、より高レベ

ルな振動対策が可能になると考えられている。本稿で、は高剛性でかつ高ダンピン

グな材料の開発を目的とした、セラミックス基材と高分子の複合化による取り組

みとその性能評価について報告する。
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1.はじめに

我々は、セラミックスの多孔体を基材とす

る新規な高剛性高ダンピング材料開発を目的

として、高分子を含浸・複合化させるという

手法を検討してきた(1)(2)。これまでに、アル

ミナ多孔体をはじめとする各種多孔体セラミ

ックスにおいて高分子との複合効果を検証し

てきた結果、複合化によりセラミックス多孔

体にダンピング性を付与できることがわかっ

た(1)。一方、ヤング率が高いセラミックス多

孔体に対して高ダンピング性の高分子を複合

化する場合、高分子の弾性率が低い場合には、

基材のセラミックス中を伝播した振動は高分

子との界面で反射されてしまい、高分子が本

来持っている高いダンピング性が十分に発揮

されないことがわかった(2)。また、セラミッ

ク多孔体の気孔率を高くすることで、材料の

ダンピング性を上げることができるが、逆に

ヤング率の低下を招き、剛性とダンピング性

を同時に高めるには、最適な材料設計と制御

因子の明確化が必要になる。

本稿では、微細組織制御により基材となる

セラミックス材料のダンピング性の向上を試

みた。結晶粒子の熱膨張の軸異方性により粒

界に沿った微細な気孔を生成する AhTiOsに

着目し(3)(4)(句、微細組織を AhTiOs一MgThOs

固溶体の組成により制御し、内部摩擦との関

係について検討した。また、AhTiOs一MgThOs

固溶体と高分子の複合化による影響について

も検討した。

2.実験

出発原料として Ah03(昭和電工製:

AL-160SG・4)、Ti02(チタン工業製 :KA・10C)、

および、 MgO(タテホマグ製:#500)を用いた。

Ah03・Ti02・MgO系では AhTiOsとMgThOs車E

成を結ぶ直線状の領域で完全国溶体を生成す

る(6)。各原料の配合は、 Al2TiOs・MgThOs固溶

Table 1 Composition of Ah TiOs・MgThOssystem 

(mol %) 




